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新年明けまして、おめでとうございます！ 

本年もよろしくお願いします。 

今日は、年頭聖日礼拝です。この 1 年を歩んで行

く、道筋となる御言葉を噛みしめます。この御言葉は、

今年のカレンダーにも記載しました。ぜひ、カレンダ

ーを見るたびに、思いおこしながらお過ごし下さい！ 

「見よ、新しいことをわたしは行う。今や、それは

芽生えている。あなたたちは、それを悟らないのか。

わたしは荒れ野に道を敷き、砂漠に大河を流れさせる」

（イザヤ書 43.19） 

2021 年、21 世紀の第 3 ディケイド（Decade：

10 年期）に入ります。昨年は、20 世紀の枠組み、

日本の年号では、昭和、平成、令和へと引き継がれて

New Creation Church in Kyoto since 1997 

Miracles 
砂漠に大河を！ 
 

主管牧師 藤林イザヤ 
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きたものを、脱ぎ捨てるような1年を過ごしました。

脱ぐには、相当な痛みを通ります。通常の営みの中で

は、ジワジワしか行動できません。しかしながら、コ

ロナウイルスの感染拡大によって、そういった部分が

一気に進められました。否応なしに、動くということ

が現実と成ったからです。 

さて、京都中央チャペルも古い革袋を脱ぎ捨てて、

新しい革袋に入りました。宗教法人格を取得し、踏み

出したということは、まさにそういう現実の形です。 

今年神様は、その営みを一層進めてくださいます。

道筋と成るのが、今年の御言葉です。 

新しいことが始まっています。芽吹いているのです。

そのことは、荒野に道を拓き、砂漠に大河を流れさせ

ます。中村哲氏の働きを通して、砂漠に大河を流れさ

せる、ということが、豊穣な収穫を生み出すことを見

ました。京都中央チャペルもそうなります！  
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2020 年 1 月3 日(日) 年末感謝礼拝 1１時００分  

主題『豊作の年！』 

説教者：藤林イザヤ 
聖書箇所  イザヤ書43.19 

 

19 見よ、 

新しいことをわたしは行う。 

 

今や、 

それは芽生えている。 

 

あなたたちは 

それを悟らないのか。 

 

わたしは 

荒れ野に道を敷き、 

砂漠に大河を流れさせる。 

 

《前半の御言葉の内容》 

過去は、神様に委ねて、過ぎ去らせよう！ 

→創造主なる神は、 

 新しいことを既に始めている！ 

⇒芽吹きは、荒野に道となり、 

 砂漠に大河を流れさせるものとなる！！ 

 

 

 

マルコ伝2．21−22 

 

21 だれも、織りたての布から布切れを取って、古い服に継ぎを当てたりはしない。

そんなことをすれば、 

新しい布切れが古い服を引き裂き、破れはいっそうひどくなる。 
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22 また、だれも、新しいぶどう酒を古い革袋に入れたりはしない。 

そんなことをすれば、ぶどう酒は革袋を破り、ぶどう酒も革袋もだめになる。 

新しいぶどう酒は、新しい革袋に入れるものだ」 

 

 

《後半の御言葉の内容》 

神様の新しさは、継ぎ接ぎのものでは決してない！ 

→古い布に新しい布は継がない！ 

 古い革袋に新しいぶどう酒を入れない！ 

⇒新しいぶどう酒は、新しい革袋に入れるべきである！ 
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（メッセージ・ポイント）  

① 神様の新しいことが 

（         ）始めた！ 

 

 

Cf) 詩編65.10-11 

10 あなたは地に臨んで水を与え、豊かさを加えられます。 

神の水路は水をたたえ、地は穀物を備えます。 

あなたがそのように地を備え、 

 

11 畝を潤し、土をならし、豊かな雨を注いで柔らかにし、 

芽生えたものを祝福してくださるからです。 

 

12 あなたは豊作の年を、冠として地に授けられます。 

あなたの過ぎ行かれる跡には、油が滴っています。 
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② 日ごとに新たにされて、 

新しい（    ）を身に着けよう！  
  

 

Cf)コロサイ書3.9-10 

9 互いにうそをついてはなりません。 

「古い人」をその行いと共に脱ぎ捨て、 

10 造り主の姿に倣う「新しい人」を身に着け、 

日々新たにされて、真の知識に達するのです。 
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【藤林邦夫師 3 分メッセージ】 『懲らしめる』 
 

子どもを正しい方向へ導くのは、親や教師だけの責任ではなく、社会の責

任と信じているのが、数学者の藤原正彦氏です。藤原氏は、身近なところで

目撃した子どもの悪い行いは、たとえ知らない相手であっても、ビシビシと

叱るのです。しかも、それは言葉ではなく、体罰を、無言で加える、という

方法です。 

 

ある時、駅のホームで、10 歳くらいの子どもが、母親を叩いたり、蹴っ

たり、ベンチの上から飛びついて首を絞めたりしていました。やがて電車が

来て、その親子は乗ったのですが、母親はドアのすぐ横の鉄の柱につかまっ

ています。その後ろから、子どもはしつような攻撃を加えます。 

生活に疲れたような、やせた細い母親はジッとそれに耐えています。やが

てその子が母親の髪の毛をつかんで引っ張ろうとした時、彼は後ろから近づ

き、その子の襟首をつかんで、後ろにぐいと引っ張りました。その子の体は

猛烈な勢いで、後ろに跳ね飛ばされそうでしたが、不思議なことにそれっき

り、子どもは何も母親にせず、ジッと立ったままでした。母親は何があった

かも知らず、攻撃のやんだことに、ホッとしているようでした。 

 

別な時などは、チョコレートの銀紙を破って捨てている子の、向こうずね

を蹴っ飛ばしたら、あわてて拾い出したと言います。要は口で言っても教会

無いから、黙って体で覚えるのが1 番だというのです。 

 

箴言にも「子を懲らすことを差し控えてはならない。もしむちで彼を打つ

ならば、その命を陰府から救うことができる」（箴言23.13-14） 

 

これは理屈ではなく実際であります。実際にそうすることが必要なので、

聖書はその知恵を教えているのです。親や教師でなくても、子どもを懲らし

めることのできる人が、まだこの日本にもいることを知って、嬉しく思いま

す。 
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★今週の予定 

1月7日(木)  年頭ヴィジョンBLD祈祷会 19:30- アバハウス2階 

 

★礼拝のご案内 

 日曜日   教会学校・New Creation Seminar 9：30− アバハウス3階 

       聖日礼拝  11:00- アバハウス1・2・3階 

       手話礼拝  11:00- アバハウス1階(第三週目の聖日礼拝) 

       支援礼拝  13:30- アバハウス2階 

       ろうあ者学び会 14:00- アバハウス3階（第三週日曜日） 

木曜祈祷会 19:30- アバハウス２階 

 

★ 2021年1月の予定 

 1日(金) 元旦礼拝 11：00− アバハウス2階  2日 ※アバハウス閉館 

 3日(日) 年頭聖日礼拝 11：00− アバハウス2階 4-6日 ※アバハウス閉 

10日(日) 成人式祝福礼拝 11：00- アバハウス2階 大田竜聖兄 

17日(日) 聖日礼拝 11：00- アバハウス2階 今井直喜師 

 13：00− アバハウス全館清掃 ※掃除ができる格好でいらして下さい！ 

24日(日) 聖日礼拝 11：00- アバハウス2階 加瀬宣雄師 

31日(日) 聖日礼拝 11：00- アバハウス2階 

◆2020年12月30日のBLD祈祷会出席者数   ≪合計名≫ 
◆2020年12月27日(日)の礼拝出席者数   ≪合計53名≫ 

  CS…4名 合同礼拝(ｱﾊ )゙…35名 礼拝(Zoom)…14名 

 京都中央チャペル (αββα－HOUSE) 
〒604-0845 京都市中京区烏丸御池上る二条殿町540 

Tel: 075-229-3058 Fax: 075-229-3059 
  http://www.chuochapel.com 
    郵便振替 ０１０９０－３－５２９２２ 名義：京都中央チャペル 


